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(1) ToD: 椴法華村  SeT: せたな町 
(2) U (<Used): 使う/使っていた 
(3) NU (<Not Used): 使わない/使っていなかった 
(4) NA (<Not Attested): 使用状況が未確認 
(5) #: 調査協力者から得られた、他の文献に記載のないと思われる、新情報・興味深い知  
見等 
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2.1  ア行の語彙 
番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 




















5 アサイガ 加工 ToD-U 
SeT-U 
夜明け方に揚がる、活きのよいイカ。 










8 アナ 生態 ToD-NU 
SeT-U 
魚の集まるところ。 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 
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23 イワシカゴ 漁具 ToD-U 
SeT-NA 
イワシを入れるかごのこと。 











26 ウマ 魚名 ToD-NU 
SeT-U 
ヒラメの大型のもので、1m以上になる。 





28 オーナゴ 魚名 ToD-NU 
SeT-U 
イカナゴの大型のもの。 
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2.2  カ行の語彙 
番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 
30 カクアミ 漁具 ToD-NU 
SeT-U 
角網と表記。ニシン建網の一種。 





































36 カナガラ 加工 ToD-U 
SeT-NU 
カッパイガを細く切ったもの。 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 













































#SeT: 昭和 20 年代、太櫓（ふとろ）で佃煮
に加工されていた。1~3月が漁期。 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 







   「戦後は船にゴロを付けて、大きなト
ンボでイカを釣った。」 


















番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 





61 シャブリイガ 加工 ToD-U 
SeT-NU 
裂いたスルメイカ、あたりめのこと。 














































番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 






番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 
















81 チューボッケ 魚名 ToD-U 
SeT-U 
中型のホッケのこと。 








































番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 

























番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 




#SeT: 北檜山区新成地区では 2013 年まで行
っていた。 










#SeT: 体長 20cm~30cm のおいしい魚であ
る。 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 





































番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 


































#SeT: 昭和 15、16 年頃に使用した。イカを
早く釣り上げることができた。 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 





























コをナヤで干す際に足 2 本を 1 組として
架ける。頭は 1つで店頭に出る(H:12)。 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 





































番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 
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番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 












#SeT: 獲ったアワビはモッコ 3袋（1袋 30kg
程度）に入れて運んだ。 
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2.8 ヤ行の語彙 
番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 






















番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 






2.10  ワ行の語彙 
番号 語  彙 分類 使用状況 意 味・用 法 等 
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3. 考察 2 


















語(29%)、漁具 9語(26%)、魚名 8語(24%)、漁、漁法、生態はそれぞれ 2語(6%)ずつ、行事が
1 語(3%)となっている。加工は圧倒的にスルメイカ製造に関係した語彙が占めている。漁具
は、タコ漁に関わるものが多く、せたな町よりもバラエティに富んでいる。 
 せたな町でのみ使用の確認された 34 語彙のジャンル別語彙数は、次のようになる：魚名





 両地域で使用されないと回答のあった語彙は、147 語中の 5 語(3%)で、すべて魚名であっ
た。使用されない語彙をあえて採り上げた理由は、調査協力者から興味深いコメントが出さ
れたことと、他地域と比較した際の関心度の相違等を垣間見ることができるからである。た
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* 本研究は、平成 26 年度科学研究補助金（課題番号：26370523）の交付による「渡島半島東岸部と西岸部
における伝統的な漁業関連方言語彙の比較調査」における研究成果の一部を公にしたものである。平成 26
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